
 

 

 
 

                   

                                                         

６月２７日（土）から、３年生にとって最後の大会のスタートとなる八女地区大
会に臨みました。どの部活動も、選手はもちろん、選手を支え応援した仲間ととも
に、全力を出し切りました。その姿は他の中学校の生徒からも憧れられるものであ
ったに違いありません。 

やりきった思い、悔しい思いなど一人ひとりの思いは様々ですが、これまで、毎

日仲間とがんばってきた日々とその経験はこれからの人生にとってかけがえのない
ものになるでしょう。 

【筑後地区大会に出場する部・個人】 
○団体         ○個人 
 卓球女子 準優勝    卓球男子      準優勝 
卓球男子 準優勝          
軟式野球 準優勝          
サッカー 第３位    卓球女子  
バスケット女子 第３位       
                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

７月３日（金）に、福岡県警察本部少年課久留米サポートセンターの方を講師に
招き、「薬物乱用防止教室」を行いました。薬物（大麻等）の恐ろしさやＳＮＳと
の関係性（危険性）について説明があり、身近にあるＳＮＳが犯罪への入り口にな
ることを知ることができました。 
また、ＳＮＳの安易な投稿は、いじめや性加害等の様々な問題につながることが

あります。裏面にリーフレットを掲載しています。夏休みに入る前に、再度、ご家
庭でも話題にしていただき、ルールづくりやフィルタリング等によるトラブル防止
策をお願いします。 

＜こどものスマートフォン利用に関するトラブル等の例＞ 

 

 
  

 

 
＜家庭内ルールの例＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
下の写真は、ある日の２年生の男子トイレの 

様子です。きちんと整えられ気持ちがいいもの 
でした。次に使う人が気持ちよく、スムーズに 
使うことができるようにという思いやりの気持 
ちの表れだと思います。自分さえよければとい 

う考えではなく、他者 
のことも考えて行動で 
きることに素晴らしさ 
を感じました。 

 

                                           
第５号 令和８年７月８日 

編集責任者 校長 

【学校教育目標】  人間尊重の基盤に立ち、進んで学問に励み、心を磨き、体を鍛える生徒の育成 

【本年度の重点目標】「わかった・できた」を実感する生徒の育成 

【小・中連携目標】 主体的に表現できる児童生徒の育成 

●書き込みやメールでの誹謗中傷やいじめ 
●ＳＮＳなどに載せた個人情報の流出 
●ＳＮＳを通じて知り合った人からの誘い出しによる性的被害 
●無料ゲームサイトでの意図しない有料サービスの利用 
●「闇バイト」等情報によりアルバイト感覚で犯罪に加担 

○名前や顔写真、学校名などは書き込まない。 
○友だちにメールやメッセージのやりとりを強要しない。 
○利用する場所や時間を決める。 
○パスワードは親が管理する。 
○トラブルの時はすぐに保護者に相談する。 

うれしかったある日の出来事 
私が車で校門を出よう

としたとき、そこに居合
わせた３年生が笑顔で門
扉を開けてくれました。
心温まる瞬間で、その後
の一日をハッピーな気分
で過ごせました。ありが 
とうご 
ざいま 
した。 

         バレーボール大会での出来事です。相手のスパイクをブロックしたとき、

ワンタッチ（指先が触れること）の判定で試合が止まりました。その時、北中の選手が「手にあ

たりました」と正直に主審に伝え、相手の得点となりました。このことに関しては賛否両論ある

かと思いますが、私は胸がジーンと熱くなり、筑後北中として誇らしい気分になりました。 

憧れられる北中 



 
 


